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Abstract: “Liaozhani Zhiyi” is a short story collection by Pu Shongling (1640-1715) in 
The Qing Dynasty. This book spread to Japan during the Edo Period and adapted by 
Yomihon writers. “Mimeyori zoshi”, was published between 1843 and 1848. It depicts 
common people’s life and interpersonal relationships of the Edo era. In the epilogue 
Ryutei Senka describes the protagonist’s in the original play. He also had mentioned 
that his plots derived from “Ruiyun”. More than simply borrowing content from 
“Liaozhani Zhiyi” in “Mimeyori zoshi”, Senka also wove in cultural elements from 
traditional Japanese literature, giving the work a new life that is a sense of reality and 
local elements tand for Edo’s readers. In this article, I will discuss Ryutei Senka’s 
Yomihon “Mimeyori zoshi”. Parts of plots are adapted from “Ruiyun” of “Liaozhani 
Zhiyi”. I will explore the relations between the two works, their characteristics and 
value in order to examine a facet of the influence by “Liaozhani Zhiyi” on the Edo 
literature. Through these two works, we not only perceive the ways Senka adapted 
“Liaozhani Zhiyi”, but also gain a view of the cultural interchange between China and 
Japan in the Edo Period.































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































周 　 新 慧80
のは美貌ではなく、徳行であるということである。阿光は優れた徳行がある
からこそ、鴻太郎の認可を得て、醜女から美人に変身して、円満な結末を手
に入れる。阿光とは逆に、阿文は徳行がないから、きれいな顔を失い、余生は
悔しい日々を過ごす結末になった。仙果は『みめより草紙』の序文に「下
へ た
手なの
を嫁
よめ
にと思
おも
ふ踊
をどり
かな。此
この
發
ほつ
句
く
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よこ
井
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氏
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先
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生
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吟
ぎん
なり。實
げに
論
ろん
語
ご
にも 過
あやまち
を
観
み
て仁
じん
を知る訓
を し へ
詁に似
に
て、容
きり
貌
やう
伎
ぎ
藝
げい
は頼
たの
むに足
た
らず、徳
とく
は本
もと
也才
さい
は末
すゑ
、万
まん
能
のう
よ
りも唯
たゞ
心
こゝろ
。彼
かの
みめよりとり称
よ
ぶ果
くわ
子
し
も、見
み
掛
か
けによらぬ風
ふう
味
み
」と書いている。横
井也有の俳句「あの下手を嫁にとおもふ踊かな」12と『論語・里仁』の「人之過
也、各於其党。観過斯知仁矣（人の過ちや、各のその党に於いてす。過ちを観れ
ば斯に仁を知る )13」の典故を運用し、人の苦手なことから本心を見つけられ
るという道理を述べ、容貌で女を評価することを批判している。
　また、仙果はテーマ『みめより草紙』で「見目より心」という容貌の美し
さよりも、心の美しさのほうが大切という趣を表したいのである14。女は心
の美しさを持つべき、男は心の美しさを重視すべきという教誨を述べている。
阿光は徳行が優れた「善」の代表として褒美を与えられ、阿文は徳行がない
「悪」の代表として罰を与えられる。『みめより草紙』は二人の女性の善と悪
とをあざやかに対比して描き出し、勧善懲悪にうってつけのものであった。
従って『みめより草紙』は粉本『奈何天伝奇』と「瑞雲」とは別個に独自の
趣向を設けようとしたものであり、それはこの作品の創意の一つと見ること
ができよう。
5. おわりに
　本稿では、『聊斎志異』の「瑞雲」と笠亭仙果が著した『みめより草紙』の
テクストを比較し、考察を加えた。その結果として、以下のような点を指摘
することができる。
　人物像について、『みめより草紙』の阿光と鴻太郎は「瑞雲」の瑞雲と賀生
に類似するところが存在している。両作とも、醜女として苦境に陥り、男の
主人公と結婚したあと、夫を自分以外の美しい女に譲りたい女の主人公と、
優れた人物であるが、醜女である女の主人公を見捨てぬ男の主人公の物語で
ある。筋だてについては、主人公たちの行為に感動させられた仙人が現れ、
妙薬を水に入れて、それで洗った女の主人公を美人に変身させ、最後に仙人
の姿が消える筋立てに関しては、両作はほぼ一致している。
『みめより草紙』と「瑞雲」の比較研究 81
　その一方、「瑞雲」と『みめより草紙』との間には、趣向の質的な差異が見
出される。前者は知己の愛への謳歌であり、後者は容貌の美しさより、心の
美しさのほうが大切ということである。
　『みめより草紙』は『奈何天伝奇』と「瑞雲」のほかに、司馬相如、楊貴
妃、『論語』といった中国の典故も用いている。ここからは仙果をはじめ江戸
時代の文人たちの漢文素養の広さも窺える。その中の『聊斎志異』種の渉猟
についてはどのような状況であったのか。江戸時代の『聊斎志異』の受容に
関しては、稿を改めて論じたい。
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